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本論⽂は、現代⽇本を代表する作家、村上春樹（1949〜）の⽂学作品および彼の⼩説家とし
ての⾜跡を、「⾳楽」との相関性に着⽬し、⽐較研究の⽴場から考究するものである。よく知ら
れているように、村上はジャズ喫茶のオーナーから⼩説家へ転⾝した経歴を有している。それ
ゆえに様々な場で幾度となく語られる「⽂章の書き⽅を⾳楽から学んだ」という旨の村上の⾔
は、彼の創作スタイルの問題を考察する上でも注意されてよいが、これまで村上⽂学における
⾳楽については、作品内の「単なる⼩道具やガジェット」、「雰囲気づくりの記号」として看過
されてきたきらいがあった。また、いかなる⾳楽に⼩説の創作⽅法を学び、いかなる⾳楽の要
素をその創作に活かしてきたのかについては、これまで体系的に論じられてこなかったといえ
る。 

そこで本論⽂では、村上の⽂学観・⽂体・物語機構を、「⾳楽」̶̶わけても 1960 年代に世
界中を席巻し、その後の⾳楽シーンに多⼤な影響を与えた⾳楽グループ、ビートルズ（The 
Beatles）との関係から照射することによって、(1)村上⽂学における⽅法としての⾳楽の多様性
を闡明し、(2)作中に登場する⾳楽に着⽬した分析を通して本論⽂で扱う各作品の新たな読みを
提⽰することを試みた。その際、「⾳楽」と⼀⼝に⾔ってもその範囲はあまりにも膨⼤であるた
め、最も⼈⼝に膾炙した『ノルウェイの森』（1987）を筆頭に村上⽂学にはビートルズが深く関
わる作品が多いことから、ビートルズを⽐較対象の中⼼に据えた。したがって本論⽂は、「村上
春樹とビートルズ」を体系的に論じた村上研究史上初の試みでもある。 

本論⽂は、序章、三部九章の本論、終章により構成される。第Ⅰ部「村上春樹と⾳楽⽂化」
（第⼀章〜三章）では、本論⽂全体の前提ともなる村上の⽂学観と⾳楽観をめぐる論および「村
上とビートルズ」に関わる論を展開し、第Ⅱ部「⼋〇年代̶̶ビートルズとの「和解」以前」
（第四章〜六章）と第Ⅲ部「ゼロ年代〜⼆〇⼀〇年代̶̶ビートルズとの「和解」以後」（第七
章〜九章）において、ビートルズ関連の作品を中⼼に、具体的な⼩説の分析を⾏なった。 

第⼀章「村上春樹の⽂学観と⾳楽観̶̶ラジオ「村上 RADIO」論̶̶」では、村上が 2018
年より開始したラジオ「村上 RADIO」を対象に、村上の⽂学観と⾳楽観の交点を探究した。ラ
ジオ D J を務める村上⾃⾝がセレクトした⾳楽を流していく「村上 RADIO」では、カバー曲
の多さが際⽴っている点に注⽬し、村上のカバー曲への強い愛着は、《歌い⼿や⾔語、⾳楽ジャ
ンルなどの変化が楽曲の新たな貌を⽣み出す》という⾳楽の潜在的可能性への関⼼ゆえである
と解釈した。そして、そうしたカバー曲を好む村上の姿勢は、古今東⻄、様々な作品の「 模 倣

イミテーション
」

および「換⾻奪胎」によって⾃らの作品を創作してきた村上の⽂学観、⼩説創作スタイルに重
ねられる点を明らかにした。 
 第⼆章「村上春樹のビートルズ史（1）̶̶六〇年代から『ノルウェイの森』まで̶̶」およ
び第三章「村上春樹のビートルズ史（2）̶̶九〇年代から⼆〇⼀〇年代̶̶」では、60 年代
から現在に⾄るまでの村上春樹とビートルズの関係を通時的に記述した。60 年代当時の新聞記
事や⾳楽雑誌の動向を⼿掛かりに、当時ビートルズの⾳楽が「ミーハーな少⼥たちが聴く⾳楽」
として捉えられていたこと、それゆえに村上が当時ビートルズを敬遠していたことを確認した。
その後、80 年代に村上はビートルズと「和解」をし、素直にビートルズの良さを認め始めるの
だが、その背景には、世代を問わず⼈気を博すようになったビートルズと⾃らを重ねることに
よって、より多くの読者に⾃らの作品を届けようという販売・イメージ戦略的な⾯もあった可
能性を、『ノルウェイの森』が⼤ヒットした要因の分析を通して明らかにした（第⼆章）。そし
て、90 年代以降になると、ビートルズに限らずロックやポップスのジャンル⾃体、村上⽂学の
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なかから減少していく傾向にあるため、しばらくビートルズは「⼩説」とは違ったフィールド
で村上と関わりを持つようになる。その最たる例が、映画『ノルウェイの森』（2010）である。
ゼロ年代のほとんどの時間をかけて製作されたこの映画では、村上が新たに付け加えたセリフ
が脚本に採⽤されるなど、村上も脚本作りに少なからず関与していた。すなわち、この時期村
上は、「映画」の脚本により⼩説『ノルウェイの森』のある種のリライトを⾏なっていたのであ
る。そして、映画製作に多少なりとも携わったことが、2010 年代になり相次いでビートルズ関
連の作品を発表することのひとつの引き⾦になっていたことを明らかにした（第三章）。 
 第四章「初期の村上⽂学におけるビートルズの影̶ 「̶押 韻

ライミング
」する⽂体と『マザー・グース

ナ ー サ リ ー ・ ラ イ ム
』

の系譜̶̶」では、村上の⽂章・⽂体の⾳楽性の問題を検討した。村上がポップスの詞にもよ
くみられる「韻」の技法を⽤いることでリズムある⽂章を作り上げたことを、ビートルズ
「Norwegian Wood」などの歌詞分析から確認し、ビートルズから学び取られた「韻」＝「反復」
の技法を、村上は⽂体レベルからプロットレベルに⾄るまで⽤いていることを指摘した。また、
論の後半ではイギリスの伝承童話

ナーサリー・ライム
『マザー・グース』に着⽬し、村上が初期において《『マザ

ー・グース』̶ルイス・キャロル̶ビートルズ》という「ノンセンス」の系譜に⾃らを位置付
けようとしていた可能性を指摘した。 
 第五章「「 想 起

プレイバック
」する物語̶̶『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』論̶̶」

では、『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』（1985）が⾳楽の「対位法」によって
構成されていることを確認したうえで、Ｈ・Ｇ・ウェルズ『タイムマシン』（1895）の影響を視
野に作品を分析し、〔世界の終り〕の世界を、〔ハードボイルド・ワンダーランド〕の「私」の
エピソード記憶を物語化した世界であると結論づけた。また、物語後半に描かれた「唄」の想
起という主題に注⽬し、「時間芸術」という⾳楽の特徴が、作中の物語に時間を⽣み出す装置と
して機能していた点を指摘した。そして、村上⽂学を貫く「⾳楽の探究」というテーマが『世
界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』において素朴に提出されていたことを確認し、
次作『ノルウェイの森』への接続を⽰した。 
 第六章「「反 復

リプリーズ
」する物語̶̶『ノルウェイの森』論̶̶」では、登場⼈物たちの楽器演奏

によって作中に登場する⾳楽に注⽬し、それらの⾳楽が『ノルウェイの森』の主題と構成に深
く関与している点を検証するとともに、登場⼈物たちが⾳楽を聴くだけではなく、⾳楽を奏で
ることの意味を論究した。ビートルズやドビュッシーの⾳楽、バッハ「フーガ」、ザ・ドリフタ
ーズ「アップ・オン・ザ・ルーフ」といった⾳楽によって作り上げられた『ノルウェイの森』
において、「⾳楽を演奏する」という⾏為は、他者との共鳴そのものを求める⾏為のメタファー
として捉えられる。 
 第七章「「 移 ⾏

トランジション
」する物語̶̶『海辺のカフカ』論̶̶」は、エドワード・サイードとバ

レンボイムによる「 移 ⾏
トランジション

」という⾳楽概念（この概念の背景には、「故国喪失者
イ グ ザ イ ル

」の考えが
ある）を⽤いて、『海辺のカフカ』（2002）を「イグザイル」となったカフカ少年の「故郷探し」
の物語として読み直すものである。その際、作中に登場する映画『サウンド・オブ・ミュージ
ック』（1965）とその劇中歌「エーデルワイス」に注⽬し、『海辺のカフカ』と主題を同じくす
るそれらの作品が、カフカ少年の「故郷探し」の物語を⽀えるとともに、歴史的な「暴⼒性」
や「悪」の問題系統を浮上させる役割を担っていることを指摘した。それらの分析を通して、
『海辺のカフカ』においては、⾳楽の「物語性」が何よりも重要視されていたことが明らかに
なった。 
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 第⼋章「ブルースを読む̶̶「ドライブ・マイ・カー」論̶̶」では、短編「ドライブ・マ
イ・カー」（2013）と、ビートルズ「Drive My Car」との⽐較分析を⾏ない、ビートルズの「⾳
楽」が村上の「⽂学」へと翻案されていく過程を論じた。まず「Drive My Car」が、⾳楽ジャ
ンルの⼀つであるブルースの影響を受けて創作されている点を確認し、村上もまた、ブルース
の恋唄の詞における⾃動⾞と性愛のレトリックを利⽤して⼩説を創作していることを明らかに
した。⾔うなれば、⽂学と⾳楽というジャンルの違いこそあれ、村上は「ドライブ・マイ・カ
ー」の創作において、まさにビートルズと同じことをやっていたのである。 
 第九章「⾳楽は運命を語れるか̶̶「イエスタデイ」論̶̶」では、短編「イエスタデイ」
（2014）を対象に、初出時には掲載されていた登場⼈物の⽊樽による関⻄弁訳のビートルズ
「Yesterday」の歌詞が、単⾏本に収録された際に⼤幅に削除されたという状況に着⽬し、ビー
トルズ「Yesterday」の原詞と⽊樽版「Yesterday」の歌詞の⽐較分析を⾏なった。ビートルズ
「Yesterday」は、「⼥のいない男たち」という作品テーマを強調する楽曲であるとともに、恋愛
譚のみに収斂しない⾃⼰存在に関わるテーマをも浮上させる役割を担っていた。加えて、作中
の記述を⼿掛かりに、ウディー・アレンの映画『Manhattan』（1979）が本作のプロットに採⽤
されている点も新たに指摘し、「イエスタデイ」では映画的な⼿法が創作に⽤いられていること
も明らかにした。これは、村上がゼロ年代に映画『ノルウェイの森』の脚本作りに携わってい
たことが影響していると考えられる。 
概括すると、本論⽂で試みたのは、村上の⽂学観と⾳楽観の「交点」を、⼩説創作の「⽅法」

として認識し、それを具体的な⼩説作品のなかに⾒出すことであった。そうした論考を通して、
⾳楽が単に記号やガジェットとして⽂学に従属するだけではなく、むしろ⾳楽が、⼩説作品の
新たな側⾯を炙り出し、その性質をも規定していく⼒学が村上⽂学には存することを明らかに
した。 


